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医薬品におけるDDS技術開発と製剤への応用

第1章　医薬品における投与形態の概要と課題

　　1 節 医薬品の経口投与における薬物吸収改善の方法

　　2 節　医薬品の経皮投与

　　3 節　医薬品の経鼻投与

　　4 節　医薬品の経肺投与

　　5 節　医薬品の点眼投与

第2章　薬物の DDS 化手法

　　1節　PEG 修飾の手法の概要と開発事例

　　2節　脂質修飾バイオ医薬の概要と開発事例

　　3節　プロドラッグ化技術の概要と開発事例

第3章　生体反応を利用したDDS

　　1節　免疫療法を利用した医薬品DDSの概要と応用事例法

　　2節　医薬品のDDSにおけるL-PGDS技術概要および開発事例

　　3節　エクソソームの特性に基づく DDS 技術の開発と展望

　　4節　DDS 製剤としての ADC の研究開発

第4章　核酸医薬に用いられる DDS 化手法

　　1節　siRNA コンジュゲート技術の概要と医薬への応用

　　2節　核酸医薬 DDS 技術における脂質ナノ粒子技術の概要と考え方

　　3節　核酸医薬における化学修飾核酸の概要と研究開発

第5章　DDS 化に使用される生体材料

　　1節　医薬品DDSへの活用のための高分子ミセルの利点と課題

　　2節　医薬品 DDS への活用のためのデンドリマーの利点と課題

　　3節　医薬品DDSへの活用のためマイクロスフィアの利点と課題

第6章　DDS 製剤における製剤設計

　　1節　リポソーム製剤の製剤設計の考え方

　　2節　経皮投与製剤の製剤設計の考え方

　　3節　経肺投与製剤の製剤設計の考え方

　　4節　点眼剤の製剤設計の考え方

第7章　ナノテク応用医薬品における治療利用と安全性

1. ナノテクノロジー応用医薬品の種類や特徴について

2. リポソーム製剤、脂質ナノ粒子製剤

第8章　DDS 技術の特許事例

1. DDS 技術に関する発明

2. 上市されている核酸医薬品と DDS 技術に関する特許

3. 国内における核酸医薬品の開発状況と関連する特許

4. その他の DDS 技術関連特許
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▽投与形態ごとの薬物吸収のメカニズムや改善方法を解説

＞経口投与における添加剤の種類と利用手法/経皮投与の化学的・物理的促進方法

　　　　経鼻吸収に影響する要因と改善方法/吸入製剤の吸収影響する因子(製剤・生体)

　　　　点眼剤のバイオアベイラビリティの改善手法

▼薬物のDDS化手法の概要や開発事例

＞PEG修飾の効果やナノ粒子への適用手法や課題/脂質修飾を用いたバイオ医薬品の

　　　　開発事例・生体成分との相互作用/プロドラッグ化の概要・低分子プロドラッグの開発・

　　　　プロドラッグ設計における注意点

▽生体反応を利用した医薬品DDSの開発の現状と適用例

＞抗体医薬におけるDDSの概要・ガン治療におけるナノＤDS開発事例/DDSとしての

L-PGDSの概要・ガン治療薬へのL-PGDSの適用/エクソソームの特性とDDS利用・

ADC(抗体薬物複合体)の効果・ADCのDDS応用における注意点

▼核酸医薬で主に使用されている技術のポイント

＞コンジュゲート核酸の概要と合成方法と応用例/核酸ベクターの特性・電荷の影響・

ssPalmの加発事例/核酸の化学修飾の目的と概要・糖部及びリン酸部修飾事例

▽生体材料を特性を活用したDDS

＞高分子ミセルを利用したDDSの概要と課題・ガンDDSへの応用における課題/

　　　　デンドリマーの活用事例と課題/マイクロスフィアを利用した注射剤DDSの開発事例

▼投与形態ごとの製剤設計のポイント

＞リポソームの薬物封入手法・長期血中滞留リポソーム/経皮投与製剤の設計時の

　　　　予測・評価方法・粘着性の検討/in silico技術を利用した吸入粉末製剤設計/

点眼剤の製剤設計時に注視すべき要因

▽ナノテクノロジー応用医薬品の非臨床安全性評価の現状

＞ナノテクノロジー応用医薬品の特徴・関連規制・評価上の課題

▼DDS技術の特許の現状

＞上市されている核酸医薬品のDDS技術特許の事例と特徴

【本書のポイント】

https://johokiko.co.jp/publishing/BA211203.php


